
記載例１（安全ズボン等） 
 

別記様式４－１ 

 

林 業 労 働 環 境 整 備 事 業 

施 設 等 整 備 計 画 書 
 

実 施 主 体 名 ○○林業（株） 

該 当 市 町 村 ○○○町 

事 業 実 施 年 度 令和元年度 

 

１ 実施主体の概要及び施設等の利用計画 

（１） 実 施 主 体 名 ○○林業株式会社 

実

施

主

体

の

概

要 

代 表 者 名 代表取締役 ○○○○ 

住 所 ○○郡○○町字○○１－１ 

雇用作業員数 １０人 作 業 班 数 ２班 

改善措置計画の認定番号 ○・２７・単-１  ※認定事業体の場合記載 

北海道林業事業体登録制度の登録番号 ○○ – ２４ – 第○○〇号 

  

事 業 実 績 

（ 前 年 度 ） 

素材生産量 造 林 面 積 保 育 面 積 苗木生産量 そ の 他 

○○○㎥ ○○ha ○○○ha ○○本  

（２） 導入施設等の利用計画及び管理運営方針 

利用計画：森林作業員に支給し、チェーンソー及び刈払機使用時における着用を徹底させる。 

管理方法：支給した装備は、作業員各自の管理とする。 

（３） 本事業による労働環境（又は作業システム）の改善内容 

森林作業員に安全確保装備を支給し、現場作業時における着用を徹底させることにより、チェーンソー等

による切れ・こすれ型事故及び振動障害を防止し、森林作業員の安全確保を図る。 

  

２ 導入施設等の内容 

施 設 等 の 区 分  休憩施設 ○ 安全衛生確保設備  
器具・装備等の 

開発・改良 

施 設 の 形 式  自走式  牽引式  固定式 

名 称 形式または規格 数量 単価（円） 事業費（円） 

安全ズボン ○○○01-CS05 ６ 18,000 円 108,000 円 

刈払機作業用防護具 ○○550 ５ 15,000 円 75,000 円 

防振手袋 ○○800DX ６ 4,500 円 27,000 円 

（うち消費税及び地方消費税相当額） (15,556 円) 

計 210,000 円 

導入又は完成予定時期  令和元年７月中旬 

備 考 
 

 

 

 ３ 添付資料 

 （１）施設管理運営規程等         １部 

（２）定款等               １部 

（３）事業実施計画位置図         １部 

（４）事業実施設計図書          １部 

（５）車輌仕様書（諸元表等）       １部 

 （６）リスクアセスメント報告書等の写し  １部 

【留意事項】 

 注１ ２の施設の区分欄は、該当するものに○をする。 

 注２ ２の施設の型式欄は、「休憩施設」の導入の場合に、該当するものに○をする。 

 注３ 「器具・装備等の開発・改良」の場合は、備考欄に開発・改良の内容を記入するものとする。 

 注４ ３の（３）～（５）は、「休憩施設」（（３）は固定式、（４）は共通、（５）は自走式又は牽引式）の導入の場合に添付 

を要する。 

 注５ ３の（６）は、「安全衛生確保設備」の導入の場合に添付を要する。 

 注６ その他、必要に応じて、添付を要する資料を別途指示するものとする。 

カタログ等から記載し

てください 

補助対象となる数量は、

装備の種類ごとに雇用作

業員の数以内です。 



記載例２（視認性ウェア） 
 

別記様式４－１ 

 

林 業 労 働 環 境 整 備 事 業 

施 設 等 整 備 計 画 書 
 

実 施 主 体 名 ○○林業（株） 

該 当 市 町 村 ○○○町 

事 業 実 施 年 度 令和元年度 

 

１ 実施主体の概要及び施設等の利用計画 

（１） 実 施 主 体 名 ○○林業株式会社 

実

施

主

体

の

概

要 

代 表 者 名 代表取締役 ○○○○ 

住 所 ○○郡○○町字○○１－１ 

雇用作業員数 １０人 作 業 班 数 ２班 

改善措置計画の認定番号 ○・２７・単-１  ※認定事業体の場合記載 

北海道林業事業体登録制度の登録番号 ○○ – ２４ – 第○○〇号 

事 業 実 績 

（ 前 年 度 ） 

素材生産量 造 林 面 積 保 育 面 積 苗木生産量 そ の 他 

○○○㎥ ○○ha ○○○ha ○○本  

（２） 導入施設等の利用計画及び管理運営方針 

利用計画：森林作業員に支給し、現場作業時における着用を徹底させる。 

管理方法：支給した装備は、作業員各自の管理とする。 

（３） 本事業による労働環境（又は作業システム）の改善内容 

視認性を高める効果のある装備を森林作業員に支給し、作業時における着用を徹底することで、現場にお

ける作業員相互の位置確認を容易にし、伐採作業中の「飛来、落下」や「激突され」型事故の発生を防止し、

森林作業員の安全確保を図る。 

  

２ 導入施設等の内容 

施 設 等 の 区 分  休憩施設 ○ 安全衛生確保設備  
器具・装備等の 

開発・改良 

施 設 の 形 式  自走式  牽引式  固定式 

名 称 形式または規格 数量 単価（円） 事業費（円） 

ハンターヤッケ オレンジ蛍光色 L １０ 9,900 円 99,000 円 

     

     

（うち消費税及び地方消費税相当額） (7,330 円) 

計 99,000 円 

導入又は完成予定時期  令和元年７月中旬 

備 考 

 

 

 

 

 ３ 添付資料 

 （１）施設管理運営規程等         １部 

（２）定款等               １部 

（３）事業実施計画位置図         １部 

（４）事業実施設計図書          １部 

（５）車輌仕様書（諸元表等）       １部 

 （６）リスクアセスメント報告書等の写し  １部 

【留意事項】 

 注１ ２の施設の区分欄は、該当するものに○をする。 

 注２ ２の施設の型式欄は、「休憩施設」の導入の場合に、該当するものに○をする。 

 注３ 「器具・装備等の開発・改良」の場合は、備考欄に開発・改良の内容を記入するものとする。 

 注４ ３の（３）～（５）は、「休憩施設」（（３）は固定式、（４）は共通、（５）は自走式又は牽引式）の導入の場合に添付 

を要する。 

 注５ ３の（６）は、「安全衛生確保設備」の導入の場合に添付を要する。 

 注６ その他、必要に応じて、添付を要する資料を別途指示するものとする。 

カタログ等から記載し

てください 

補助対象となる数量は、

装備の種類ごとに雇用作

業員の数以内です。 


